























































































































































































































































































①Ｐ社 （借）現預金 160 （貸）短期借入金 160
②Ｐ社	 （借）売掛金 120 （貸）売　上 120
 （借）現預金 15 （貸）売掛金 15
　Ｓ社 （借）仕　入 120 （貸）買掛金 120
 （借）買掛金 15 （貸）現預金 15






































④Ｓ社 （借）現預金 50 （貸）売掛金 50
⑤Ｓ社 （借）広告宣伝費 15 （貸）現預金 15
⑥Ｐ社 （借）短期借入金 13 （貸）現預金 13
⑦Ｐ社 （借）売買目的有価証券 10 （貸）現預金 10
⑧Ｓ社 （借）支払利息 3  （貸）現預金 3
⑨Ｐ社 （借）未払法人税等  50 （貸）現預金 50
⑩Ｐ社 （借）現預金 24  （貸）受取配当金 24
　Ｓ社 （借）配当金 30 （貸）未払配当金 30
 （借）未払配当金 30 （貸）現預金 30
［取引例に基づく仕訳’］
①（借）短期借入れによる収入 160 （貸）短期借入金 160
②（借）売掛金 105 （貸）買掛金 105
③（借）有形固定資産 100 （貸）有形固定資産の取得による支出 100
④（借）営業収入 50  （貸）売掛金 50
⑤（借）広告宣伝費 15 （貸）その他営業支出 15
⑥（借）短期借入金 13     （貸）短期借入金の返済による支出 13
⑦（借）売買目的有価証券 10     （貸）有価証券の所得による支出 15
⑧（借）支払利息 3     （貸）利息の支払額 3
⑨（借）未払法人税等 50     （貸）法人税等の支払額 50











②Ｐ社 （借）売掛金 120 （貸）売　上 120
 （借）現預金 15 （貸）売掛金  15
 （借）現預金 15 （貸）営業収入 15
　Ｓ社 （借）仕　入 120 （貸）買掛金 120
 （借）買掛金 15 （貸）現預金 15
 （借）商品の仕入支出 15 （貸）現預金 15
⑩Ｐ社 （借）現預金 24 （貸）受取配当金 24
 （借）現預金 24  （貸）配当金の受取額 24
　Ｓ社 （借）配当金 30 （貸）未払配当金 30
 （借）未払配当金 30 （貸）現預金 30





















② （借）売上高 105 （貸）売上原価 120
 （借）営業収入 15 （貸）商品の仕入支出 15
⑩ （借）受取配当金  24 （貸）配当金 0
 （借）非支配株主持分 6     
 （借）利息及び配当金の受取額 24 （貸）配当金の支払額  30































































連結CF勘定 ： CFO＋CFI ＝ CFF ＋C
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